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特集●スポーツと公衆衛生─地域の関係性の構築
スポーツ振興から見える公衆衛生活動の展望 大阪大学大学院医学系研究科社会環境医学 高鳥毛敏雄
スポーツと地域，都市，民族，国家─現代社会におけるスポーツの実相 日本体育大学 谷釜 了正
地域社会とスポーツクラブ
①ドイツにおける地域とスポーツクラブ 帝京大学教授，日本スポーツ文化研究所所長 福岡 孝純
②アルビレックス新潟から見た地域と人材育成 アルビレックス新潟人材育成部長 若杉 透
地域スポーツを支援する人材育成─現状と課題 びわこ成蹊スポーツ大学 海老島 均
大阪市におけるスポーツ振興の現状と期待 ゆとりとみどり振興局スポーツ部生涯スポーツ担当 森 幹雄
わが国のスポーツ振興の現状と課題 文部科学省スポーツ・青少年局生涯スポーツ課 瀬倉 信康
［インタビュー］地域に根ざし世界に伸びるスポーツクラブの夢

(社)日本プロサッカーリーグ・キャプテン 川渕 三郎
●視点
特別支援教育と保健医療福祉の接点 北海道教育庁生涯学習部学校教育局医療参事 田中 宏之
●特別記事
介護予防のストラテジー─社会疫学の視点から Harvard School of Public Health Ichiro Kawachi
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編集室通信
トルストイの名作『イワンのばか』の印象的な
シーンです．イワン王国に戦争をしにやってき
た兵隊は，攻撃をしても何をしても，国民た
ちはただ泣くばかりで，誰一人として自分を
守る者はいない．それどころか「さあ，何でも
もって行きなさい」と食べ物や家畜をくれた
り，「うちの国に住みなさい」と勧めてくれる
始末．「なんのためにお前さんたちは人を殺
し家を焼くんだ．そんなに欲しいのなら，何で
も持って行けばいいのに」との言葉に，兵隊
たちは悲しくなり八方へ逃げて行ったとさ．無
抵抗主義って，素晴らしい．平和と愛の源．
日本国憲法第九条にも，その偉大な力を感
じます．今号の「視点」では 96 歳の臨床
医，日野原先生が憲法九条についてご執
筆くださいました．ぜひご一読を． (野中)

(担当/野中・天野)
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編集顧問
多田羅浩三 大阪大学名誉教授・放送大学教授
林 謙治 国立保健医療科学院
編集委員（50 音順）
阿彦 忠之 山形県健康福祉部・衛生研究所
品川 靖子 東京都杉並区杉並保健所
高鳥毛敏雄 大阪大学・社会環境医学
西田 茂樹 福島県衛生研究所

20 年位前の一時期，国際協力の仕事に携わったことが
あります．まだわが国の保健分野での国際協力が立ち上
がった頃で専門家も少なく，私のところにまで協力依頼の
話が JICAから舞い込んできました．東南アジアや南米の
数カ国で実施されていたプロジェクトのお手伝いに何度が
出掛けました．南米に行く時に，現地でのマラリア対策に
(現地視察の予定があったため)蚊取り線香を持っていった
ことを覚えています．また，その時に黄熱の予防接種を受
け，ニューヨーク行きの飛行機の中で，(たぶん)副作用の
発熱で苦しんでいたことも覚えています(私が機内で何度も
お酒を頼むので，偶然隣に座っていた女子高生に呆れら
れたことも覚えています)．
防虫剤や予防接種など，現地での感染症対策をとって

いたつもりの私も，昨年の狂犬病発生のニュースには驚きま

した．当時，わが国以外の国々では狂犬病が発生してい
ることは知識としてはありましたが，現地で犬に注意すると
いうことはなかったような気がします(もっとも車での移動が多
く，犬に接することもなかったと思いますが)．
昨年の事件で改めて海外での感染症の危険を感じ，今

回の特集を企画してみました．読者の皆さんの参考になれ
ばと思います．
今月号の「視点」は日野原重明先生に憲法九条と公

衆衛生についてご執筆頂きましたが，本誌では来年の 1
月号で「憲法と公衆衛生」の特集を予定しています．現
在，編集委員会で総力をあげて企画に取り組んでいます．
憲法改正論議が喧しい中，公衆衛生人としてどのように考
えるか．ご期待ください．

(西田茂樹)
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